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Fli tの I～ Ⅲの文章の|   |の 部分に入る最も適切な語句,数値又は数式を,そ れぞれの解答群の中か
ら 1つだけ選べ。

I 放射性物質が体内に侵入する経路には経口摂取,吸入摂取,経皮侵入 (創傷からの侵入を含む)の
3つがある。経口摂取された放射性物質の消化管吸収率は, ヨウ素のように高いものやEZ覇口のよ
うに非常に低いものがあり,吸収率は放射性物質の種類により異なる。血液中に入つた放射性核種
は,そ の化学的性質に従つて特有の分布をする。 トリチウムや

「

可鋼日は全身にほぼ均等に分布 し,

カルシウムや向 は骨に, ヨウ素は甲状腺に集積する。組織に集積した放射性物質はやがて,主
|:「
:「

~11詢
により体外に排出される。排出速度は生物学的半減期により表され,被ばく線量率は物理

に よ :撃基言難IF半
減期から計算され

,有
効半減期に従っ

下
減少する。有効半減期は,判

「
の解答群 >
ブル トニウム

｀ 2 セシウム  3 ス トロンチウム  4 鉄   5 マンガン
呼気  7 尿,糞  8 汗  9 毛髪  10 痰  11 脳脊髄液

V生物学的半減期×物理的半減期  13

生物学的半減期×物理的半減期

生物学的半減期+物理的半減期

Ⅱ 体内に取 り込まれた放射性物質は,減衰するとともに排泄される。この過程で長期間にわたって周

⑩ 撃彗Ъ饂暮∴凩写×堤獣紆潔争1黒ずl電磁:
れているヒ Ч口

を乗じた上で, これらすべてを足し合わせてEI瓦
再
]が定義される。内部被げくに

伴う実効線量とはこれを指す。放射線管理上,放射性物質を摂取した時点でこの線量を受けたものと

:「

取り,う 。なお,乳幼児や子供については摂取時からE甲 歳までの期間を積分の対象とす

<Fの解答群>
1 組織加重 (荷重)係数
4 線量・線量率効果係数
<Gの解答群>
1  1    2  5   3  10

くHの解答群>
1 照射線量  2 吸 1又線量
<Iの解答群>
1 組織加重 (荷重)係数
4 線量・線量率効果係数

2 放射線加重 (荷重)係数  3 実効線量係数

3 預託等価線量

2 放射線加重 (荷重)係数  3 実効線量係数

<Jの解答群>
1 照射線量
<Kの解答群>
1  20    2  30

3 預託等価線量
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4  20 5  50 6  70

4 預託実効線量

2 3/1収線量

3  40 4  50    5  60

4 預託実効線量

6  70



Ⅲ 実効線量の算出は,核種と化学形ごとに告示 (放射線を放出する同位元素の数量等を定める件)別
表第 2に より与えられた

「

蘭 を用いる。その例を次表に示す。

核種と化学形 吸入摂取した場合の  L  [mSv・ Bq I]
3Hメ
タン 1.8× 10~l°

3H水
1_8× 10~8

3H有
機物 (メ タンを除く) 4_1× 10~8

(放射線を放出する同位元素の数量等を定める件 告示別表第 2よ り抜粋 )

効最恣剰 看ζ亀禦為糧 Zi水
蒸気を吸入摂取し,摂取された量

ギ
7.2X106 Bqの 場合の実

また,137csの ,吸入摂取した場合の  L と経口摂取した場合のELコ は次のとおりである。

核種と化学形
吸入摂取 した場合の

L  [mSv・ Bq l]
経口摂取 した場合の

L  [mSv・ Bq l]
37Cs(すべての化合物 ) 67× 10~6 13× 10~5

(放射線を放出する同位元素の数量等を定める件 告示別表第2よ り抜粋 )

吸入摂取 2日 後に残留している
B7csが
全身で 4.7× 106 Bqであったとした場合,摂取された 13,cs

はE昼頭口 Bqと 見積もられ,こ の摂取による実効線量はE【

=コ

msvと 評価できる6
なお,B7cs摂取後の体内残留率は次の表で与えられるものとする。

経過日数 [日 ] l 2 3 4

吸入摂取後の体内残留率 [%] 60 50

“

43

経口摂取後の体内残留率 [%]

また,経口摂取した場合に実効線量 10 msvを 与える°'csの摂取された量はE:覇
口
Bqで ,経口

言]』遅鯰
「

|て
いる口0に身で巨璽Bqとなる。

1 組織加重 (荷重)係数  2 放射線加重 (荷重)係数  3 実効線量係数
4 線量・線量率効果係数
<Mの解答群>
1 1.3× 10~4   2 3.0× 10~4  3 1.3Xlo~3   4 3.0× 10~3   5 1.3× 10~2
6 3.0× 10~2   7 13× 10~1   8 3.0× 101

<Nの 解答群 >
1 4.9× 106   2 5.1× 106   3 8.0× 106  4 9.4X106
<0の 解答群 >
1 3.4× 101   2 63× 10:   3 6.6× 101   4 1_2× 102
<Pの解答群 >         ト

1 115× 105  2 77× 105  3 7.7× 106  4 1.5× 106
<Qの 解答群 >
1 3_3× 105   2 6.9× 1ゲ   3 3.3× 106   4 6.9× 106


